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ホ
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テ
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の
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Ｄ
Ｘ
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要
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コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
業
界
は
前
代
未
聞
の
大
打
撃
を
受
け
た
。
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
１
年
延
期
と
な
っ
た
上
、
無
観
客
で
開
催
さ

れ
た
。東
京
都
内
の
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
は
国
内
外
か
ら
の
観
戦
客
、ス
ポ
ン
サ
ー
関
連

な
ど
の
宿
泊
予
約
を
一
気
に
失
っ
た
。度
重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
は
、一
般

客
の
旅
行
マ
イ
ン
ド
だ
け
で
な
く
企
業
の
宴
会
需
要
も
奪
っ
て
い
っ
た
。
日
本
を

代
表
す
る
３
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の
社
長
に
、２
０
２
１
年
に
起
こ
っ
た
こ
と
、
年

以
降
の
展
望
な
ど
を
立
教
大
学
観
光
研
究
所
特
任
研
究
員
の
玉
井
和
博
氏
が
個
別

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
聞
い
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
た
玉
井
氏
は
次
の
よ
う
に
語

っ
た
。「
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
に
ト
ッ
プ
お
三
方
に
共
通
し
た
強
い
信

念
は『
雇
用
の
維
持
』だ
っ
た
。
ま
た
逆
境
の
中
で
も
大
き
な
収
穫
と
し
て
『
社
員

の
自
主
意
識
高
揚
』を
挙
げ
ら
れ
た
。こ
の
こ
と
は
各
ホ
テ
ル
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
向
け
大
き
な
糧（
財
産
）と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
」。【
企
画
・
構
成
　
江
口
英
一
】

　



年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た

か
。
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
、
東
京
五

輪
対
応
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
米
国
で

の
同
時
多
発
テ
ロ
（

年
）
、
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
禍
（

年
）
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
（

年
）
、
東
日
本
大
震
災
（


年
）
な
ど
大
き
な
経
済
危
機
や
大
災

害
な
ど
が
今
ま
で
に
も
あ
っ
た
。
都

心
の
ホ
テ
ル
は
、
そ
れ
ら
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
そ
の
た
び
に
半
年
か

ら
１
年
程
度
は
経
営
的
に
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
た
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け

の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
世
界
経
済
が

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
回
復
の
見

通
し
が
立
た
な
い
と
い
う
の
は
過
去

に
な
か
っ
た
経
験
だ
。

　

年
度
の
上
半
期
は
、
緊
急
事
態

宣
言
・
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

影
響
下
で
、
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
単
体

（
上
高
地
帝
国
ホ
テ
ル
、
帝
国
ホ
テ

ル
大
阪
を
除
く
）
の
業
績
が
前
年
同

期
比

％
減
だ
っ
た
。

年
度
上
半

期
は
同

％
減
だ
っ
た
の
で
、
改
善

は
し
た
も
の
の
依
然
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
客
室
稼
働
率
で
見
る

と
上
半
期
は

％
強
。

月
に
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
よ
う
や
く

お
客
さ
ま
の
動
き
が
出
て
き
た
も
の

の
、

月
で
も

％
程
度
。
料
飲
も

入
れ
た
売
り
上
げ
べ
ー
ス
で
平
常
時

の
半
分
程
度
だ
ろ
う
。

　
経
費
削
減
に
も
鋭
意
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
特
に
平
日
の
稼
働
が
ま
だ

伸
び
ず
、
苦
戦
し
て
い
る
。

　
東
京
五
輪
の
開
催
は

年
か
ら


年
に
延
期
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
日
本
ホ
テ
ル
協
会
の
一

員
と
し
て
、
東
京
五
輪
組
織
委
員
会

と
さ
ま
ざ
ま
な
折
衝
を
し
た
。
取
消

料
の
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
も
要
望
は

か
な
り
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
は
、
当
初
想
定
し

て
い
た
規
模
の
半
分
以
下
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
私
た
ち
が
お
迎
え
す

る
範
囲
内
で
、
精
一
杯
の
ご
対
応
は

さ
せ
て
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

　


コ
ロ
ナ
禍
中
に
従
業
員
対
策

で
苦
心
さ
れ
た
こ
と
は
。

　

年
４
月
第
１
回
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
、
お
客
さ
ま
が
ほ
と
ん

ど
お
見
え
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。
客

室
稼
働
率
も

％
未
満
に
な
り
、
社

員
２
６
０
０
人
の

％
以
上
が
雇
用

調
整
助
成
金
を
い
た
だ
き
な
が
ら
休

業
状
態
に
入
っ
た
。

　
社
員
が
不
安
が
っ
て
い
る
と
思

い
、
同
５
月
中
旬
ご
ろ
、
本
来
は
地

震
発
生
時
な
ど
に
使
う
社
内
の
安
否

確
認
メ
ー
ル
の
仕
組
み
を
使
っ
て
全

社
員
に
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。
「
元
気
で
す
か
。
皆
さ
ん
の
雇

用
は
守
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
、
販

促
や
経
費
節
減
な
ど
で
良
い
ア
イ
デ

ア
が
あ
れ
ば
寄
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
た
。
社
員
の
半
数
以
上
か

ら
返
信
が
あ
り
、
計
５
４
７
３
件
の

ア
イ
デ
ア
、
提
案
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
提
案
が
ヒ
ン
ト
と
な
り
「
オ
ー

ダ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
」
や
「
帝
国
ホ
テ

ル
　
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」

「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
ラ
ン
チ
販
売
」
な
ど
の
新
ビ
ジ

ネ
ス
が
生
ま
れ
た
。

　
―
―
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
総
合
シ
テ

ィ
ホ
テ
ル
は
今
後
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
く
と
思
う
か
。
宿
泊
産
業
も

Ｄ
Ｘ
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
非
接
触

・
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、

提
供
は
相
反
し
か
ね
な
い
課
題
だ
。

　
お
客
さ
ま
の
利
便
性
と
安
全
性
の

向
上
、管
理
部
門
の
業
務
の
効
率
化
、

合
理
化
を
考
え
る
と
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り

組
み
は
大
変
重
要
だ
。
た
だ
、
総
合

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
の
存
在
意
義
、
非
日

常
の
空
間
で
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
を
楽
し

み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
失
わ
れ
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ

と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン

ス
が
鍵
だ
。
最
後
の
決
め
手
は
ソ
フ

ト
面
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
が
ど
れ
だ
け
抜
き
ん
で
て
い
る
か

に
な
る
だ
ろ
う
。

　
―
―
帝
国
ホ
テ
ル
は
、
他
の
シ
テ

ィ
ホ
テ
ル
が
業
務
効
率
追
求
の
観
点

か
ら
外
注
化
比
率
を
上
げ
る
中
、
内

製
化
率
が
高
い
。

　
ラ
ン
ド
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
確
か

に
内
製
化
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
部
分

は
あ
る
。た
だ
、時
代
は
変
化
し
た
。

ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
）
を
例
に
あ
げ
る
と
、
自
社
開
発

の
シ
ス
テ
ム
を
１
９
８
３
年
か
ら
運

用
し
て
き
た
の
だ
が
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
と
の

デ
ー
タ
連
携
な
ど
で
追
い
つ
か
な
い

部
分
も
出
て
き
た
た
め
、
タ
ッ
プ
社

の
シ
ス
テ
ム
に
全
面
刷
新
し
た
。
Ｄ

Ｘ
は
専
門
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
委

託
し
た
方
が
良
い
分
野
だ
と
思
う
。

　


今
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
客

室
販
売
戦
略
。
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
。

　
独
立
系
の
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
チ
ェ

ー
ン
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
世
界
に
つ
な
が
る
販
路
と
し

て
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
最
大

限
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
は
、
１
９
７
３
年
発
足
の
会
員
組

織
「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
ク
ラ
ブ
」
を
運

営
し
て
い
る
。
帝
国
ホ
テ
ル
で
挙
式

を
挙
げ
た
方
も
含
め
、
ロ
イ
ヤ
ル
カ

ス
タ
マ
ー
約

万
人
が
会
員
と
な
っ

て
い
る
。

　


帝
国
ホ
テ
ル
東
京
の
建
て
替

え
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

年

月
末
に
新
本
館
の
デ
ザ
イ

ン
ア
ー
キ
テ
ク
ト
を
パ
リ
在
住
の
若

手
建
築
家
、
田
根
剛
氏
に
決
定
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。
国
際
的
に
活
躍

す
る
国
内
外
の
建
築
家

数
名
で
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
帝
国
ホ

テ
ル
の
歴
史
、
理
念
を
最
も
よ
く
理

解
し
、
次
世
代
の
日
本
の
ホ
テ
ル
文

化
を
リ
ー
ド
す
る
「
新
し
い
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
・
迎
賓
館
」
に
ふ
さ
わ
し

い
デ
ザ
イ
ン
、
提
案
を
し
て
く
れ
た

田
根
氏
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
。
本

館
建
て
替
え
の
実
施
時
期
は

～


年
度
だ
。

　
帝
国
ホ
テ
ル
は
１
８
９
０
年
、
日

本
の
近
代
化
を
推
進
す
る
明
治
政
府

の
国
策
に
よ
り
、
海
外
賓
客
を
遇
す

る
迎
賓
館
と
し
て
、
初
代
会
長
で
あ

る
渋
沢
栄
一
の
「
社
会
の
要
請
に
応

え
、
貢
献
す
る
」
と
い
う
信
念
と
と

も
に
開
業
し
た
。
初
代
本
館
の
洋
風

建
築
は
隣
接
す
る
鹿
鳴
館
と
と
も
に

西
欧
化
を
目
指
す
日
本
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
た
。
１
９
２
３
年
に
開
業
し

た
２
代
目
の
本
館
は
、
近
代
建
築
の

雄
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト

の
設
計
で「
ラ
イ
ト
館
」と
呼
ば
れ
、

帝
国
ホ
テ
ル
の
名
前
を
世
界
に
知
ら

し
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ラ
イ

ト
の
意
匠
は
、
新
本
館
の
ど
こ
か
に

継
承
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　
近
代
的
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
ビ
ル
の

中
に
入
居
す
る
ホ
テ
ル
が
増
え
る

中
、
近
景
、
遠
景
、
ど
こ
か
ら
見
て

も
「
ザ
・
ホ
テ
ル
」
の
風
格
を
持
つ

建
築
物
に
な
る
。

　


帝
国
ホ
テ
ル
京
都
も

年
春

に
開
業
す
る
。

　
京
都
へ
の
出
店
は
歴
代
経
営
陣
の

悲
願
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
大
変
良

い
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
最
高
の
立
地

へ
の
進
出
が
決
ま
っ
た
。
帝
国
ホ
テ

ル
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
と
し
て
は
、

東
京
、
上
高
地
、
大
阪
に
次
ぐ
４
軒

目
。
１
９
９
６
年
の
帝
国
ホ
テ
ル
大

阪
の
開
業
以
来
、

年
ぶ
り
の
新
規

開
業
と
な
る
。
祇
園
甲
部
歌
舞
練
場

敷
地
内
の
弥
栄
会
館
の
一
部
を
保
存

活
用
し
、
約

室
の
ホ
テ
ル
を
新
築

す
る
。
弥
栄
会
館
は
、
そ
の
重
層
的

な
屋
根
や
塔
屋
の
形
姿
が
特
徴
的

で
、
市
民
や
観
光
客
に
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
こ
の

貴
重
な
レ
ガ
シ
ー
を
継
承
し
、
祇
園

南
側
地
区
の
歴
史
あ
る
町
並
み
に
ふ

さ
わ
し
い
ホ
テ
ル
に
す
る
。
地
域
の

方
々
に
愛
さ
れ
な
が
ら
、
国
際
文
化

観
光
都
市
・
京
都
か
ら
日
本
文
化
を

世
界
に
発
信
す
る
拠
点
の
一
つ
に
も

し
て
い
き
た
い
。

　
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
日
は

年


月

日
）

　



年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た

か
。
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
、
東
京
五

輪
対
応
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

未
曽
有
の
危
機
を
経
験
し
た
。

年

２
月
以
降
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
含

め
個
人
客
が
瞬
間
蒸
発
し
、
法
人
・

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
に
も
大
き
な
影
響
が

出
た
。
そ
の
中
で
当
社
で
は
お
客
さ

ま
、
従
業
員
の
安
全
を
守
る
感
染
症

対
策
を
い
ち
早
く
実
施
し
、
ホ
テ
ル

の
安
全
性
を
広
く
発
信
し
て
き
た
。

　
東
京
五
輪
も
１
年
延
期
、
無
観
客

で
の
開
催
に
よ
り
当
初
描
い
て
い
た

姿
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
が
、
東
京

五
輪
組
織
委
員
会
と
連
携
し
万
全
の

安
全
対
策
を
講
じ
、
関
係
者
の
受
け

入
れ
を
行
っ
た
。
こ
の
運
営
を
通
じ

て
得
た
知
見
を
今
後
の
ホ
テ
ル
運
営

で
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　



年
の
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

月
に
東

京
除
外
が
解
除
さ
れ
た
が
、
イ
ン
パ

ク
ト
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

年
の

、

月
は
リ
ゾ
ー
ト
エ

リ
ア
を
中
心
に
一
時
的
に
持
ち
直
し

た
が
、
年
末
の
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
の
全
国
一
斉
停
止
で
元
に
戻
っ
て

し
ま
っ
た
。

年

月
の
緊
急
事
態

宣
言
の
全
面
解
除
後
の
方
が
、
先
々

の
予
約
が
動
い
て
い
る
。
Ｇ
ｏ
　
Ｔ

ｏ
再
開
の
時
期
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い

な
い
わ
け
だ
が
、
人
々
の
旅
行
に
行

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
蒸
発

で
、
国
内
需
要
獲
得
へ
と
全
面
的
に

シ
フ
ト
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
地
域
の
持

つ
魅
力
を
再
度
見
直
し
「
近
場
旅
」

と
し
て
提
案
し
て
き
た
。
こ
れ
は
従

業
員
に
と
っ
て
も
、
地
元
の
名
所
、

旧
跡
、
グ
ル
メ
を
学
び
、
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ

た
。
お
客
さ
ま
に
ご
案
内
で
き
る
自

ホ
テ
ル
近
隣
の
観
光
情
報
・
知
識
が

増
え
た
。

　


コ
ロ
ナ
禍
中
に
従
業
員
対
策

で
苦
心
さ
れ
た
こ
と
は
。

　

年
の
４
月
に
は
５
ホ
テ
ル
を
除

き
す
べ
て
の
ホ
テ
ル
が
休
業
し
、
従

業
員
に
不
安
が
広
が
っ
た
。
そ
こ
で

動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
で
グ
ル
ー
プ

ビ
ジ
ョ
ン
を
発
信
し
、
当
社
グ
ル
ー

プ
が
目
指
す
未
来
像
と
共
に
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
を
従
業
員
に
伝
え
て

き
た
。

　
ま
た
、
従
業
員
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク

化
も
進
め
た
。
他
部
門
の
仕
事
を
覚

え
て
も
ら
い
、
従
業
員
自
身
の
将
来

の
糧
と
な
る
よ
う
に
し
た
。
マ
ル
チ

タ
ス
ク
化
で
は
、
同
ホ
テ
ル
内
の
別

部
門
を
経
験
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
自
社
の
ゴ
ル
フ
場
、
ス
キ
ー
場

の
他
、
西
武
鉄
道
な
ど
西
武
グ
ル
ー

プ
内
で
の
人
事
交
流
も
進
め
た
。
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
良
い
人
材
育

成
が
で
き
た
と
捉
え
て
い
る
。
　
↖


